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一般質問

佐
野
郁
夫
議
員（
政
和
）　

�
児
童
・

生
徒
の
学
力
の
実
態
は
。

　

�
ゆ
と
り
教
育
へ
の
反
対
意
見
な

ど
に
対
し
て
、ど
う
こ
た
え
る
の
か
。

　

�
教
育
委
員
会
の
掲
げ
る
豊
か
な

人
間
性
の
定
義
は
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

�
学
校
を
開
く
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
に
学
力
の
向
上
等
を
図
る
の
か
。

教
育
長　

�
平
成　

年
実
施
の
都
の

１６

学
力
調
査
で
は
、
各
教
科
と
も
平
均

値
を
上
回
っ
て
お
り
、
基
礎
的
学
力

も
低
下
は
見
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

　

�
家
庭
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

学
ぶ
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
学
習
指
導

の
充
実
に
努
め
た
い
。

　

�
豊
か
な
人
間
性
と
は
、
生
き
る

力
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ

で
あ
り
、
み
ず
か
ら
を
律
し
つ
つ
、

他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思

い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
で
、

道
徳
教
育
や
社
会
貢
献
活
動
等
を
通

じ
て
は
ぐ
く
ま
れ
る
。

　

�
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
形
で
地
域
の
す
ぐ
れ
た
教
育
力
が

学
校
に
導
入
さ
れ
、
学
校
教
育
の
活

性
化
や
充
実
が
一
層
進
む
と
考
え
る
。

 
原　

邦
彦
議
員
（
公
明
）　

通
学
区

域
の
変
更
だ
け
で
は
抜
本
的
な
教
室

確
保
に
向
け
た
解
決
策
に
は
な
ら
な

い
。
現
在
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
の

よ
う
な
教
育
の
場
を
保
障
し
、
与
え

て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
。
抜
本
的

解
決
に
向
け
た
市
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

通
学
区
域
の
平
準
化
に
つ

い
て
は
、
義
務
教
育
人
口
推
計
に
お

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
確
保
へ

抜
本
的
な
取
り
組
み
を

け
る
数
値
と
学
校
規
模
の
適
正
化
及

び
各
小
学
校
の
保
有
教
室
を
照
ら
し

合
わ
せ
、
学
校
の
施
設
不
足
の
問
題

が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
る
学
校
に
つ

い
て
、
調
整
区
域
を
設
定
し
対
応
し

て
き
た
。
児
童
数
の
増
加
は
一
過
性

の
部
分
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
義
務

教
育
人
口
の
推
移
を
注
意
深
く
見
守

り
つ
つ
対
応
し
て
い
き
た
い
。な
お
、

絶
対
的
に
施
設
が
不
足
す
る
場
合
は
、

校
舎
の
増
築
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

�
小
学

校
校
庭
の
芝
生
化
を
計
画
す
る
に
当

た
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
期
待

す
る
効
果
等
は
。

　

�
芝
生
化
を
行
う
学
校
の
選
定
条

件
と
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

　

�
芝
生
の
維
持
管
理
方
法
は
。

教
育
長　

�
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
に
効
果
が
あ
り
、
近
隣
住
民
へ
の

砂
じ
ん
対
策
と
し
て
の
効
果
も
期
待

さ
れ
る
。

　

�
校
庭
整
備
、
及
び
芝
生
養
生
期

間
中
に
体
育
の
授
業
な
ど
を
行
う
た

め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
近
く
に
確
保
で

き
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
小
学
校
か
ら
選
定
す
る

の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

�
行
政
・
学
校
等
を
含
め
施
工
方

法
、
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
市
内

の
小
学
校　

校
で
実
施
さ
れ
て
い
る

１２

こ
の
事
業
の
概
要
は
。

　

�
学
校
、
業
者
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
役
割
は
。

再
び
、
学
校
の
校
庭
の

芝

生

化

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

子

ど

も

教

室

教
育
・
文
化

教
育
・
文
化

　

�
今
回
の
進
め
方
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
認
識
は
。

教
育
長　

�
こ
の
教
室
は
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
快
適
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
よ
う
に
体
験
を

通
し
て
学
ぶ
こ
と
等
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
国
が
子
ど
も
メ
デ
ィ
ア
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
委
託
し
直
接
学
校
と
連

携
し
て
運
営
し
て
い
る
。

　

�
企
画
と
運
営
の
主
体
は
、
子
ど

も
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
学
校

長
は
講
師
の
募
集
と
教
室
を
運
営
し
、

講
師
が
児
童
を
指
導
す
る
。

　

�
準
備
期
間
に
余
裕
が
な
く
、
学

校
へ
の
情
報
提
供
も
不
十
分
と
聞
い

て
い
る
が
、
学
校
長
と
講
師
に
よ
る

実
行
委
員
会
が
課
題
を
把
握
し
、
メ

デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
連
携
し
な
が

ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

  
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

�
教

員
の
意
見
を
最
も
尊
重
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
策
は
。

　

�
見
本
本
を
少
な
く
と
も
各
学
校

に
２
セ
ッ
ト
配
布
し
、
公
開
日
数
も

延
長
す
べ
き
で
は
。

　

�
見
本
本
を
図
書
館
以
外
の
公
共

施
設
で
も
閲
覧
に
供
し
て
、
市
民
の

意
見
を
広
く
聞
く
べ
き
で
は
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
子
ど
も

教
室
（
花
小
金
井
小
学
校
）

教
科
書
の
選
定
に
当
た
り
現
場
の

教
師
の
意
見
を
最
も
尊
重
せ
よ

　

�
審
議
委
員
会
及
び
調
査
部
会
の

委
員
を
増
員
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

�
教
員
が
教
科
ご
と
に
審

議
委
員
会
及
び
調
査
部
会
の
委
員
と

し
て
参
画
し
、
調
査
・
研
究
し
た
。

　

�
見
本
本
は
国
及
び
都
の
配
布
基

準
に
よ
り
市
に　

セ
ッ
ト
配
布
さ
れ
、

１０

図
書
館
、
審
議
委
員
会
及
び
調
査
部

会
、
教
育
委
員
会
に
割
り
当
て
た
。

今
後
も
で
き
る
だ
け
一
般
に
閲
覧
し

や
す
い
状
況
を
整
え
て
い
く
。

　

�
今
年
度
と
同
様
に
実
施
し
た
い
。

　

�
現
在
の
構
成
が
適
切
で
あ
り
、

増
員
は
考
え
て
い
な
い
。

 
加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）　

�
市
内

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
状
況
と
パ

ソ
コ
ン
教
育
の
現
状
は
。

　

�
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
は
。

　

�
パ
ソ
コ
ン
を
学
習
す
る
時
期
と

方
法
は
。

　

�
今
後
の
課
題
と
方
向
性
は
。

教
育
長　

�
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

に
児
童
用　

台
、
教
員
用
２
台
、
特

２０

別
教
室
に
６
台
配
置
し
、
指
導
計
画

に
基
づ
く
操
作
技
術
の
学
習
と
情
報

機
器
を
活
用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

�
特
別
教
室
、
職
員
室
及
び
事
務

室
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

�
１
年
生
か
ら
文
字
の
入
力
、
印

刷
、
通
信
な
ど
に
つ
い
て
計
画
的
に

学
習
し
、
高
学
年
で
は
１
人
で
操
作

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

�
指
導
に
当
た
る
教
員
の
知
識
等

に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
修
会
等

を
通
し
て
全
教
員
が
一
定
の
水
準
に

到
達
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

�
こ
れ

ま
で
の
評
価
は
。

　

�
対
象
が
肢
体
不
自
由
児
に
限
定

さ
れ
て
い
る
が
、
介
助
を
必
要
と
す

小

学

校

に

お

け

る

パ

ソ

コ

ン

教

育

通
常
学
級
に
お
け
る
介
助
員
の

配
置
を
週
１
日
か
ら
５
日
に
拡
大
を

る
児
童
・
生
徒
す
べ
て
に
拡
大
で
き

な
い
か
。

　

�
週
１
日
の
根
拠
は
何
か
。ま
た
、

週
５
日
に
拡
大
で
き
な
い
理
由
は
。

　

�
緊
急
避
難
的
な
対
応
を
い
つ
ま

で
続
け
る
の
か
。

教
育
長　

�
保
護
者
か
ら
感
謝
の
言

葉
も
あ
り
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

�
通
常
学
級
に
お
い
て
十
分
な
指

導
体
制
を
整
え
る
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
介
助
が
必
要

な
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

介
助
員
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　

�
通
常
学
級
に
お
け
る
介
助
員
の

配
置
は
、
制
度
と
し
て
で
は
な
く
例

外
的
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

え
、
週
１
日
が
妥
当
と
判
断
し
た
。

　

�
障
害
の
状
況
に
合
っ
た
就
学
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
例
的

な
取
り
扱
い
で
あ
り
、
恒
常
的
に
制

度
化
す
る
考
え
は
な
い
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

�
子
ど

も
の
安
全
確
保
と
、
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
の
両
立
と
い
う
問
題
に
対
す

る
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

　

�
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の
進
捗
状
況

は
。

　

�
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
検
討
状
況
は
。

　

�
国
が
来
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
学
校
安
全
指
導
員
の
配
置
に
対
す

る
見
解
は
。

　

�
通
学
路
の
安
全
点
検
は
。

教
育
長　

�
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

安
全
確
保
の
取
り
組
み
を
一
層
充
実

さ
せ
た
い
。

　

�
今
年
度
は
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
で
実
施
し
た
。

市
長　

�
昨
年
、
全
国　

の
自
治
体

２０

が
実
証
実
験
を
行
っ
た
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
に
注
目
し
て
い
る
。

教
育
長　

�
各
学
校
の
巡
回
指
導
と

評
価
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、

国
の
動
向
に
留
意
し
て
研
究
し
た
い
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
に

　

�
指
定
時
や
そ
の
後
の
調
査
で
危

険
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
所
は
、

関
係
課
等
に
改
善
依
頼
を
し
て
い
る
。

  
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

�
避
難

所
に
お
け
る
被
災
者
の
生
活
を
守
る

た
め
に
、
避
難
所
生
活
の
運
営
計
画

を
立
て
て
、
事
前
に
市
民
に
周
知
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
市
の

考
え
は
。

市
長　

現
在
、
新
潟
県
中
越
地
震
被

災
地
に
対
し
て
、
実
際
に
生
じ
た
問

題
点
や
課
題
等
を
照
会
す
る
な
ど
し
、

市
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

先
例
の
教
訓
を
生
か
し
、
避
難
所
生

活
者
の
安
全
と
安
心
が
確
保
で
き
る

よ
う
、さ
ら
に
研
究
と
検
討
を
重
ね
、

平
成　

年
度
中
を
め
ど
に
一
定
の
結

１７

論
を
出
し
た
い
と
考
え
る
。

 
斉
藤　

進
議
員
（
フ
ォ
）　

�
市
内

に
お
け
る
詐
欺
、
横
領
、
空
き
巣
、

侵
入
盗
な
ど
の
件
数
は
。

　

�
市
報
等
で
消
費
者
教
育
を
行
い
、

高
齢
者
世
帯
の
安
全
対
策
を
推
進
で

き
な
い
か
。

　

�
市
民
に
対
し
て
、
さ
ら
に
啓
発

活
動
を
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
１
年

間
の
相
談
件
数
、
内
容
等
は
。

市
長　

�
平
成　

年
は
詐
欺
等
の
知

１５

能
犯
が　

件
で
、
侵
入
盗
等
の
窃
盗

６５

犯
は
２
千　

件
で
あ
る
。

２７

　

�
市
で
は
出
前
講
座
や
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
報
で
注

意
喚
起
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

�
自
主
防
犯
組
織
に
対
す
る
補
助

金
交
付
や
腕
章
貸
与
制
度
を
構
築
す

る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
に

防

災

防

災

震
災
時
の
避
難
所
の

あ

り

方

高
齢
者
の
方
を
対
象
に

防
犯
対
策
の
Ｐ
Ｒ
を

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
警
察

と
の
連
携
を
深
め
て
啓
発
を
行
っ
て

い
く
。
相
談
件
数
は
約　

件
か
ら　

７０

８０

件
程
度
で
、
防
犯
活
動
に
関
す
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

  
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

�
減
災

社
会
に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

�
被
害
想
定
の
試
算
は
ど
う
か
。

　

�
地
域
ご
と
の
被
害
予
想
図
の
作

成
は
で
き
な
い
か
。

　

�
木
造
住
宅
耐
震
調
査
費
補
助
制

度
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

�
自
然
災
害
の
被
害
の
軽
減

に
向
け
て
国
、
自
治
体
、
民
間
、
国

民
が
、
減
災
へ
の
備
え
を
怠
る
こ
と

な
く
災
害
に
強
い
社
会
を
構
築
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

�
地
域
防
災
計
画
で
は
多
摩
直
下

地
震
を
想
定
し
て
お
り
、
規
模
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
、
震
度
は
６

弱
、
死
亡
者
数
は　

人
、
建
物
全
壊

２８

棟
数
は　

棟
等
で
あ
る
。

４８５

　

�
作
成
す
る
予
定
は
な
い
。

　

�
平
成　

年
度
予
算
案
に
盛
り
込

１７

ん
で
い
た
内
容
は
、
昭
和　

年
の
建

５６

築
基
準
法
改
正
以
前
に
建
築
し
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
う
市
民
に

対
し
、
１
件
に
つ
き
３
万
円
を
上
限

と
し
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
オ
レ
オ
レ
詐
欺
対
策
セ
ミ

ナ
ー
（
産
業
ま
つ
り
）

減
災
社
会
の
考
え
方
と

木
造
住
宅
耐
震
調
査
費
補
助
制
度

 
斎
藤　

敦
議
員
（
フ
ォ
）　

�
市
で

行
っ
た
対
策
は
、効
果
が
あ
っ
た
か
。

　

�
世
田
谷
区
な
ど
と
同
様
の
条
例

制
定
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

�
市
で
は
、
資
源
物
の
上
や

ご
み
集
積
場
に
排
出
者
の
意
思
表
示

と
し
て
、
資
源
持
ち
去
り
禁
止
の
張

り
紙
を
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

張
り
紙
は
ま
だ
２
か
月
余
り
だ
が
、

そ
れ
な
り
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
昨
年　

月
の
市
報
で
資
源
持

１２

ち
去
り
の
通
報
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

　

件
の
通
報
が
あ
り
、
そ
の
後
通
報

１５件
数
は
減
少
し
て
い
る
。

　

�
条
例
の
制
定
で
、
一
定
の
効
果

は
見
込
め
る
と
思
う
が
、
し
ば
ら
く

の
間
は
張
り
紙
等
の
抑
止
的
な
対
応

で
、
そ
の
効
果
を
見
き
わ
め
た
い
。

  
常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

�
立
川

市
か
ら
の
説
明
内
容
は
。

　

�
以
前
に
立
川
市
と
周
辺
自
治
会

の
間
で
、
同
じ
場
所
で
の
建
て
か
え

は
行
わ
な
い
趣
旨
の
合
意
が
あ
っ
た

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の

抜

き

取

り

防

止

�
資
源
引
き
抜
き
禁
止
の
表
示

を
し
て
い
る
ご
み
集
積
場

 

（
小
川
町
一
丁
目
）

立

川

市

若

葉

町

の

清
掃
工
場
建
て
か
え

と
聞
く
が
、市
は
認
識
し
て
い
る
か
。

　

�
周
辺
住
民
の
建
て
か
え
に
つ
い

て
の
結
論
に
対
し
、
市
の
姿
勢
は
。

　

�
多
摩
地
域
全
体
の
焼
却
場
再
編

に
つ
い
て
、
他
市
か
ら
の
申
し
入
れ

は
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
他
市
へ
申
し

入
れ
を
行
っ
た
か
。

　

�
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

の
焼
却
場
の
今
後
は
。

市
長　

�
移
転
先
を
検
討
し
た
が
困

難
と
の
結
論
に
達
し
、
周
辺
自
治
会

に
経
過
説
明
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

　

�
平
成　

年
に
は
移
転
す
る
協
定

２０

書
を
取
り
交
わ
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

�
周
辺
住
民
に
は
誠
意
を
持
っ
て

対
応
す
る
よ
う
、
要
望
し
て
い
く
。

　

�
申
し
入
れ
は
な
く
、
申
し
入
れ

も
し
て
い
な
い
。

　

�
中
間
処
理
場
と
し
て
今
後
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
合
流

式
下
水
道
の
改
善
計
画
と
現
在
の
状

況
は
。

　

�
合
流
地
域
で
雨
水
を
貯
留
し
利

用
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
合
流

改
善
の
一
つ
に
な
ら
な
い
か
。

　

�
下
水
道
担
当
課
と
水
と
緑
と
公

園
課
の
連
携
は
。

市
長　

�
平
成　

年
４
月
に
下
水
道

１６

法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
平
成　

年
２６

３
月　

日
ま
で
に
改
善
す
る
こ
と
に

３１

な
っ
て
い
る
。
市
の
計
画
は
現
在
調

整
中
で
、
平
成　

年
４
月
ま
で
に
は

１７

作
成
し
た
い
と
考
え
る
。

　

�
市
域
に
は
処
理
場
も
雨
水
の
は

け
口
も
な
い
こ
と
か
ら
、
貯
留
浸
透

対
策
が
中
心
と
な
る
。

　

�
改
善
計
画
の
担
当
で
あ
る
下
水

工
事
課
が
、
雨
水
利
用
に
取
り
組
む

水
と
緑
と
公
園
課
と
連
携
し
て
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

雨
水
の
貯
留
と
利
用
で

水

循

環

の

町

を

環
境
・
上
下
水

環
境
・
上
下
水

学
校
教
育
に
お
け
る

ゆ
と
り
教
育
と
学
力
低
下


